
北
海
道
支
店
が
移
転

Ｍ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
商
事

自
己
破
産
申
請
準
備
に

東
京
・
東
京
技
官

関
東
一
区
の
主
要
生
コ
ン
10
協
組
の
２
０
２
５
年
８
月
の
出
荷
実
績
が
出
揃
っ
た
。
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た

の
は
東
関
東
、
玉
川
、
湘
南
、
千
葉
北
部
の
４
協
組
で
、
こ
の
う
ち
二
ケ
タ
以
上
の
増
加
は
東
関
東
協
組
。
一
方
、
マ

イ
ナ
ス
の
う
ち
二
ケ
タ
以
上
の
減
少
は
４
協
組
。
大
型
物
件
の
着
工
に
よ
り
出
荷
量
が
回
復
し
て
い
る
協
組
が
あ
る
一

方
、
工
事
費
の
高
騰
や
職
人
不
足
な
ど
を
背
景
と
し
た
工
期
の
延
長
の
ほ
か
、
熱
中
症
対
策
の
義
務
化
に
よ
る
工
事
の

中
断
な
ど
が
出
荷
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

東
京
協
組
は
21
・
７
％
減

の
14
万
６
千
㎥
。
今
年
度
は

二
ケ
タ
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
が

続
い
て
い
る
。
継
続
し
て
主

要
駅
周
辺
を
中
心
に
大
規
模

再
開
発
が
複
数
地
区
で
進
行

し
て
い
る
ほ
か
、
各
種
大
規

模
公
共
施
設
、
学
校
関
係
な

ど
へ
の
出
荷
が
み
ら
れ
る
。

８
月
末
の
契
残
は
３
９
７
万

４
千
㎥
。

東
関
東
は
52
・
１
％
増
と

大
幅
に
増
加
し
３
万
１
千
㎥

と
な
っ
た
。
大
規
模
物
流
倉

庫
向
け
が
需
要
を
支
え
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
の
大

型
物
件
は
端
境
期
を
迎
え
て

い
る
も
の
の
、
複
数
の
市
街

地
再
開
発
事
業
が
開
始
さ
れ

る
。
８
月
末
の
契
残
は
25
万

４
千
㎥
。

玉
川
は
４
・
０
％
増
の
４

万
３
千
㎥
。
２
カ
月
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
関
係
や
事
務
所
ビ
ル
な
ど

の
大
型
物
件
が
好
調
に
推
移

し
て
お
り
、
物
流
施
設
の
計

画
も
あ
る
。
８
月
末
の
契
残

は
43
万
６
千
㎥
。

三
多
摩
は
19
・
１
％
減
の

４
万
３
千
㎥
。
こ
れ
ま
で
は

周
辺
部
に
お
い
て
物
流
倉
庫

が
目
立
っ
て
い
た
も
の
の
、

現
在
は
再
開
発
関
係
や
マ
ン

シ
ョ
ン
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
今
後
も

堅
調
な
需
要
が
想
定
さ
れ

る
。
８
月
末
の
契
残
は
78
万

７
千
㎥
。

神
奈
川
は
１
・
１
％
減
の

６
万
７
千
㎥
。
物
流
倉
庫
向

け
や
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
の
出

荷
が
堅
調
で
あ
り
、
今
後
も

大
型
再
開
発
工
事
が
複
数
計

画
さ
れ
て
い
る
。
８
月
末
の

契
残
は
93
万
７
千
㎥
。

湘
南
は
４
・
９
％
増
の
３

万
６
千
㎥
。
今
年
度
は
プ
ラ

ス
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
メ
イ
ン
で
あ
っ
た

物
流
向
け
が
ひ
と
段
落
つ
い

て
い
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
需

要
に
つ
い
て
は
今
後
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
８
月
末
の
契

残
は
52
万
６
千
㎥
。

埼
玉
中
央
は
10
・
９
％
減

の
８
万
２
千
㎥
。
再
開
発
や

物
流
施
設
な
ど
で
一
定
の
需

要
が
あ
り
、
今
後
も
安
定
し

た
出
荷
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
８
月
末
の
契
残
は
96
万

４
千
㎥

千
葉
中
央
は
14
・
０
％
減

の
３
万
㎥
。
物
流
倉
庫
な
ど

に
よ
り
需
要
環
境
は
安
定
し

て
い
る
が
、
一
部
で
工
期
の

遅
れ
な
ど
が
散
見
さ
れ
て
い

る
。
８
月
末
の
契
残
は
27
万

３
千
㎥
。

千
葉
西
部
は
７
・
１
％
減

の
３
万
５
千
㎥
。
主
な
物
件

は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
物
流

施
設
な
ど
。
今
後
も
物
流
施

設
の
予
定
が
み
ら
れ
る
ほ

か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
の
計

画
も
あ
る
。
８
月
末
の
契
残

は
40
万
１
千
㎥
。

千
葉
北
部
は
９
・
６
％
増

の
２
万
２
千
㎥
で
２
カ
月
連

続
の
プ
ラ
ス
。
継
続
的
に
物

流
倉
庫
の
需
要
が
み
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
最
近
で
は
物

件
が
小
型
化
、
分
散
化
の
傾

向
に
あ
る
。
８
月
末
の
契
残

は
19
万
８
千
㎥
。

東
京
都
板
橋
区
で
生
コ
ン

の
製
造
・
販
売
事
業
を
展
開

す
る
河
島
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
（
河
島
慎
吾
社
長
）
の
ミ

キ
サ
ー
車
が
、
７
月
に
理
論

社
が
発
刊
し
た
児
童
向
け
の

教
育
図
書
『
じ
ど
う
車
く
ら

べ

は
た
ら
く
車
の
し
ご
と

と
つ
く
り
④

こ
う
じ
に
つ

か
う
車
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

同
書
は
、
小
学
校
低
学
年

を
対
象
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ミ
キ
サ
ー
車
や
ク
レ
ー
ン

車
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
、
水
陸

両
用
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
人

気
の
「
は
た
ら
く
車
」
が
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
て
、
そ

の
た
め
に
ど
ん
な
作
り
に
な

っ
て
い
る
の
か
を
、
大
き
な

写
真
と
わ
か
り
や
す
い
文
章

で
紹
介
す
る
も
の
。
名
城
大

学
の
相
馬
仁
名
誉
教
授
が
監

修
を
手
が
け
て
い
る
。
判
型

は
Ａ
４
変
型
判
で
全
32
ペ
ー

ジ
、
定
価
（
税
込
）
は
２
８

６
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

河
島
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

の
ミ
キ
サ
ー
車
は
、
カ
ラ
ー

６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
大
き

く
掲
載
。
特
徴
的
な
外
観
や

生
コ
ン
を
建
設
現
場
に
運
搬

す
る
役
割
の
重
要
性
だ
け
で

な
く
、
ド
ラ
ム
の
回
転
機
構

や
ホ
ッ
パ
、
ス
テ
ッ
プ
、
シ

ュ
ー
ト
、
操
作
盤
、
水
タ
ン

ク
と
い
っ
た
部
位
ご
と
の
機

能
も
説
明
し
て
い
る
。

同
社
で
は
「
生
コ
ン
業
界

の
次
世
代
の
担
い
手
を
望
む

た
め
に
は
、
お
子
さ
ま
た
ち

が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
『
こ
ん

な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
！
』
と

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今

回
、
こ
う
し
た
書
籍
に
当
社

の
ミ
キ
サ
ー
車
を
ご
採
用
い

た
だ
い
た
の
は
、
非
常
に
嬉

し
い
限
り
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

東
京
都
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
（
斎
藤
昇
一
理
事

長
）
は
２
日
、
東
京
都
議
会

自
由
民
主
党
、
都
議
会
公
明

党
の
聴
取
会
で
２
０
２
６
年

度
東
京
都
予
算
等
に
対
す
る

要
望
を
行
っ
た
。
工
組
か
ら

は
斎
藤
理
事
長
ら
幹
部
が
出

席
し
た
。
重
点
要
望
事
項
と

し
て
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強
靭
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
執

行
に
つ
い
て
」「
建
設
資
材
価

格
上
昇
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
の
２
項
目
な
ど
全
５
項

目
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ

た
。聴

取
会
は
都
議
会
公
明
党

か
ら
実
施
し
た
。
都
議
会
公

明
党
の
東
村
邦
浩
幹
事
長
は

「
我
々
も
要
望
を
受
け
止

め
、
生
コ
ン
業
界
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。
都
議
会
自
民
党
の

聴
取
会
で
小
松
大
祐
幹
事
長

は
「
皆
様
の

意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
東

京
都
お
よ
び

都
内
の
各
自

治
体
の
工
事

に
も
お
役
に

立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と

寄
せ
た
。

斎
藤
理
事

長
は
「
生
コ

ン
販
売
価
格

に
つ
い
て

は
、
早
期
に
表
示
価
格
に
反

映
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
皆

様
の
ご
支
援
の
結
果
だ
と
思

っ
て
い
る
。
一
方
で
出
荷
数

量
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
仕

事
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
我
々

生
コ
ン
会
社
の
維
持
が
厳
し

く
な
る
。
ぜ
ひ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
早

期
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

重
点
要
望
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

着
実
な
執
行
に
つ
い
て
」

は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
生

コ
ン
需
要
拡
大
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
と
期
待
を
寄
せ

て
お
り
、
生
コ
ン
業
界
と
し

て
も
積
極
的
に
協
力
す
る
姿

勢
で
あ
る
と
し
た
。
引
き
続

き
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実

な
執
行
を
求
め
た
。

「
建
設
資
材
価
格
上
昇
へ

の
対
応
に
つ
い
て
」
で
は
、

原
材
料
価
格
や
労
務
費
上
昇

の
た
め
、
各
協
組
で
は
４
年

連
続
で
生
コ
ン
価
格
を
改
定

し
て
い
る
と
説
明
。
そ
の
う

え
で
、
都
は
工
事
積
算
価
格

へ
の
反
映
と
と
も
に
ス
ラ
イ

ド
条
項
を
適
用
し
て
い
る
と

評
価
し
た
。
一
方
、
一
部
の

特
別
区
や
市
町
村
で
は
都
に

お
け
る
運
用
方
法
が
と
ら
れ

て
い
な
い
事
例
が
あ
る
と
指

摘
。
工
事
積
算
価
格
や
ス
ラ

イ
ド
条
項
に
つ
い
て
、
特
別

区
、
各
区
市
町
村
に
対
す
る

指
導
を
要
請
し
た
。

要
望
事
項
で
は
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
の
採
用
に
つ
い

て
」「
暑
中
期
の
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
つ
い
て
」「
持
帰
り
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
削
減
に
つ
い

て
」
を
あ
げ
た
。
こ
の
う
ち

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
採

用
に
つ
い
て
」
で
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
に
比
べ
耐
久
性
に

優
れ
、
災
害
発
生
時
に
も
大

き
な
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
強
調
。
強
靭
化
推

進
の
観
点
か
ら
、
河
川
堤
防

上
部
や
林
道
、
農
道
な
ど
の

新
設
や
改
修
時
に
、
災
害
に

強
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を

要
望
し
た
。

「
暑
中
期
の
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
つ
い
て
」
は
、
35
度

を
超
え
38
度
ま
で
の
生
コ
ン

温
度
で
も
品
質
に
問
題
な
い

こ
と
が
検
証
さ
れ
て
お
り
、

各
種
仕
様
書
で
も
生
コ
ン
温

度
が
38
度
ま
で
の
使
用
を
認

め
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部

の
施
工
者
・
管
理
者
の
判
断

に
よ
り
基
準
温
度
内
の
生
コ

ン
の
受
け
入
れ
が
拒
否
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
説
明
。
工

事
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
都
が
発
注
す
る
建
築
お

よ
び
土
木
工
事
で
は
、
暑
中

期
に
お
け
る
生
コ
ン
の
円
滑

な
納
入
対
応
に
配
慮
す
る
よ

う
求
め
た
。

「
持
帰
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
削
減
に
つ
い
て
」
は
、
工

事
現
場
か
ら
の

持
ち
帰
り
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
低

減
に
向
け
た
啓

発
等
に
関
わ
ら

ず
、
総
出
荷
量

の
２
〜
３
％
程

度
発
生
し
て
お

り
、
生
コ
ン
工

場
は
多
額
の
産

廃
処
理
費
を
負

担
し
て
い
る
と

し
、
都
が
発
注

す
る
建
築
・
土

木
工
事
で
も
持

ち
帰
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発

生
を
抑
制
す
る
よ
う
要
望
し

た
。
な
お
、
２
０
２
６
年
３

月
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ
５
３
０
８

追
補
改
正
に
よ
り
持
ち
帰
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
回
収
す

る
骨
材
の
使
用
条
件
が
緩
和

さ
れ
、
産
廃
処
理
費
の
圧
縮

に
つ
な
が
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
た
。
ま
た
持
ち
帰

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
再
利
用

し
都
が
定
め
る
規
格
の
土
留

ブ
ロ
ッ
ク
等
を
作
製
提
供
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
再
利
用
の
方
策
に
つ
い

て
都
に
お
い
て
検
討
す
る
場

合
に
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し

た
。

東京工組が
都議会要望 関東一区の

生コン需要
教育図書にミキサー車掲載

「
強
靱
化
Ｐ
Ｊ
着
実
執
行
を
」

河島コンクリート工業
資
材
価
格
上
昇
へ
対
応
求
め
る

４
協
組
が
前
年
同
月
プ
ラ
ス

小学生向けに魅力ＰＲ

工
期
延
長
な
ど
出
荷
影
響
も

沖
縄
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
（
43
社
50
工
場
、

運
天
先
俊
理
事
長
）
は
、
２

０
２
５
年
度
出
荷
計
画
を
１

３
７
万
㎥
と
想
定
し
て
お

り
、
７
月
末
時
点
で
約
45
万

㎥
と
順
調
に
推
移
し
て
い
る

と
し
た
。
例
年
と
異
な
り
、

台
風
被
害
に
よ
る
遅
延
が
な

い
こ
と
が
一
因
と
見
て
い

る
。返

還
が
予
定
さ
れ
て
い
る

３
カ
所
の
米
軍
施
設
跡
地
の

一
体
的
な
利
用
と
、
那
覇
空

港
の
機
能
強
化
を
図
る
官
民

の
大
構
想
「
Ｇ
Ｗ
（
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
ー
）
２
０
５
０
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
ま
と
ま
り
、
将

来
的
に
は
か
な
り
の
需
要
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
需

要
に
対
応
で
き
る
ほ
ど
の
供

給
体
制
を
構
築
で
き
る
か

が
、
今
後
の
課
題
」（
運
天
理

事
長
）
と
し
た
。

今
後
見
込
ま
れ
る
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
目
下
の
課

題
に
は
、
地
元
資
源
の
持
続

的
な
活
用
を
挙
げ
た
。
運
天

理
事
長
は
「
近
年
、
砕
石
や

砕
砂
の
工
場
が
減
少
す
る
な

か
、
新
た
な
砕
石
場
の
開
発

が
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
地
元
資
源
を
活
用
す
る

た
め
に
は
、
本
土
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
再
生
骨
材
な
ど

の
再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分
野

に
対
し
て
技
術
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
時
代
が
く
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
適

切
な
処
理
に
も
力
を
入
れ
て

い
く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、

沖
縄
県
内
で
排
出
さ
れ
た
廃

棄
物
を
原
材
料
と
し
た
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
利
用
促

進
に
よ
っ
て
循
環
型
社
会
の

構
築
を
支
援
す
る
「
沖
縄
県

リ
サ
イ
ク
ル
資
材
評
価
認
定

制
度
」（
ゆ
い
く
る
）
の
対
象

資
材
と
な
っ
て
い
る
。
残
コ

ン
や
戻
り
コ
ン
な
ど
を
「
ゆ

い
く
る
材
」
と
し
て
確
実
に

活
用
す
る
た
め
、
同
工
組
と

県
内
４
協
組
が
残
コ
ン
や
戻

り
コ
ン
、
ス
ラ
ッ
ジ
類
の
再

資
源
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

な
ど
、
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
建
設
フ
ェ
ス

タ
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
や
青
年

部
の
献
血
活
動
、
被
災
地
域

へ
の
義
援
金
寄
付
、
県
内
各

地
の
消
防
署
と
の
防
災
協
定

締
結
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
る
。
ま
た
、
木
造
住
宅

が
Ｒ
Ｃ
造
住
宅
を
逆
転
し
た

と
い
う
情
報
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｒ
Ｃ
造
住
宅
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

い
る
。

運
天
理
事
長
は
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
一
般
に
は

ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
組
合
員
へ
の
技
術
的
指

導
は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
廃
棄

物
を
再
資
源
化
す
る
こ
と
で

社
会
貢
献
し
て
い
る
業
界
で

あ
る
こ
と
を
広
報
し
て
、
業

界
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

沖 縄 工 組

新
技
術
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

再
資
源
化
や
再
生
コ
ン
な
ど

広
島
県
東
部
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
協
同
組
合
（
高
田
浩
平

理
事
長
）
は
３
日
、
「
よ
り

よ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
広
島
県
福

山
市
で
18
回
目
と
な
る
Ｆ
Ｕ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
講
座
講
演
会

を
開
催
し
た
。
広
島
県
東
部

の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
わ

る
関
係
機
関
な
ど
か
ら
約
２

０
０
人
が
参
集
し
た
。
広
島

県
東
部
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
協
同
組
合
連
合
会
が
共

催
。冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

高
田
理
事
長
は
「
今
日
の
講

演
内
容
は
、
な
か
な
か
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
興
味
深
い

内
容
ば
か
り
だ
。
本
日
の
内

容
を
各
社
に
持
ち
帰
り
、
よ

り
良
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
よ

り
良
い
世
の
中
・
社
会
を
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
は
広
島
県

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

の
小
野
健
司
理
事
長
が
行
っ

た
。講

演
で
は
枝
広
直
幹
福
山

市
長
が
「
安
心
と
希
望
に
満

ち
た
活
力
あ
る
都
市
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

市
が
推
し
進
め
る
政
策
に
つ

い
て
話
し
た
の
ち
に
、
今
後

予
定
す
る
土
地
区
画
の
整
備

事
業
や
市
道
の
整
備
計
画
、

災
害
対
策
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
国
・
県
に
要
望
し
て
い

る
幹
線
道
路
網
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
具
体

的
に
は
、
福
山
市
立
大
学
の

情
報
工
学
部
新
設
に
伴
う
新

棟
建
設
工
事
や
、
福
山
駅
周

辺
の
再
整
備
計
画
、
福
山
地

方
卸
売
市
場
の
再
整
備
支

援
、
福
山
市
民
病
院
の
機
能

強
化
・
増
床
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
た
。

広
島
大
学
大
学
院
先
進
理

工
系
科
学
研
究
科
社
会
基
盤

環
境
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
半

井
健
一
郎
教
授
（
広
島
大
学

附
属
福
山
中
・
高
等
学
校
校

長
）
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

耐
久
性
と
表
層
品
質
評
価
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
品
質
確
保
に
よ

り
長
寿
命
化
や
維
持
管
理
費

削
減
を
合
理
的
に
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、

山
口
県
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
品
質
確
保
・
向
上
に

関
す
る
産
官
学
協
働
の
取
り

組
み
事
例
と
、
山
口
県
に
触

発
さ
れ
た
他
地
域
の
取
り
組

み
と
し
て
群
馬
県
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
群
馬
県
内

の
新
設
構
造
物
に
お
け
る
表

層
品
質
調
査
の
結
果
と
し

て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度

と
耐
久
性
の
相
関
が
高
く
な

い
こ
と
や
、
水
セ
メ
ン
ト
比

と
耐
久
性
の
関
係
に
も
大
き

な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

耐
久
性
は
丁
寧
な
養
生
で
高

ま
る
こ
と
を
説
明
し
、
群
馬

県
で
は
山
口
県
版
「
施
工
状

況
把
握
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

に
独
自
項
目
を
追
加
し
た
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、
施

工
状
況
を
把
握
し
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
の
江
良
和
徳
専
務

理
事
・
技
術
委
員
長
は
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
機
構
を

考
慮
し
た
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム

に
よ
る
補
修
技
術
」
と
し

て
、
塩
害
、
中
性
化
、
ア
ル

カ
リ
シ
リ
カ
反
応
、
凍
害
、

化
学
的
侵
食
（
硫
化
水
素
な

ど
）
に
よ
る
変
状
の
事
例
を

写
真
で
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

説
。
補
修
の
方
法
と
し
て
亜

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
の
活
用
を
紹

介
し
た
。

こ
の
ほ
か
広
島
大
学
大
学

院
先
進
理
工
系
科
学
研
究
科

化
学
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

井
智
司
教
授
が
「
化
学
物
質

に
よ
る
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
に
つ
い
て
講
演
。
環
境

基
準
や
水
道
水
質
基
準
の
考

え
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

Ｍ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
商
事
は
こ
の
ほ

ど
北
海
道
支
店
を
移
転
し
、

16
日
か
ら
業
務
を
開
始
す

る
。
新
住
所
は
〒
０
６
０
‐

０
０
０
１
札
幌
市
中
央
区
北

１
条
西
４
丁
目
１
番
地
２
Ｊ

＆
Ｓ
り
そ
な
ビ
ル
７
Ｆ
。
電

話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変

更
な
し
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
東
京
技
官
（
東
京
都

北
区
、
館
山
義
隆
代
表
）
は

８
月
18
日
ま
で
に
自
己
破
産

申
請
の
準
備
に
入
っ
た
。

同
社
は
１
都
３
県
を
主
要

エ
リ
ア
に
商
業
関
連
施
設
の

左
官
工
事
な
ど
を
手
が
け
て

い
た
。

「よりよいコンクリート」
広島県東部生コン協組

ＦＵコン講座講演会を開催

▽
…
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
強
靭
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
東
京
が
今

後
20
年
を
か
け

て
し
っ
か
り
と

災
害
に
強
い
街
を
つ
く
る
た
め
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
生
コ
ン
は
、
建
築

物
の
主
要
構
造
部
を
支
え
る
も
の
で

あ
り
、
生
コ
ン
業
界
は
災
害
対
策
、

都
市
の
強
靭
化
に
は
欠
か
せ
な
い
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
す
の
は
、
東
京

都
議
会
自
由
民
主
党
の
小
松
大
祐
幹

事
長
。
２
日
に
行
わ
れ
た
東
京
都
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
と
の
２
０

２
６
年
度
東
京
都
予
算
等
要
望
聴
取

会
で
あ
い
さ
つ
し
た
。

▽
…
「
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
東
京
の
各
自
治
体
の
工
事
に

も
反
映
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」

欠かせないパートナー

都議会自民党の予算要望聴取会

都議会自民党 小松 大祐幹事長

都議会公明党に予算要望

高田浩平理事長

（ ２ ）セ メ ン ト 新 聞（第三種郵便物認可）２ ０ ２ ５ 年（ 令 和 ７ 年 ）９ 月 １ ５ 日（ 月 曜 日 ）


